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生涯学習ハンドブック ５VOL

現代的課題に対応した

参加体験型の学習展開プログラム
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はじめに

今日の科学技術の進展や、情報化、国際化等の急激な社会の変

化にともない、人々の学習活動は一層盛んになり、また、学習要

求も多様化・高度化・個別化する傾向を示してきています。

このため、市町村の生涯学習関係機関は、人々の自主的な学習

活動を活発にし、効率的な学習を支援するために、学習情報の提

供をはじめ、学習機会の提供や学習支援を適切に行うことが期待

されています。

このような状況をふまえ、県立生涯学習推進センターでは、生

涯学習推進のための情報提供、推進方策に関する研究や関係職員

の研修等に取り組むとともに、当センターにおける研究や研修の

成果をもとに、市町村の関係機関等において生涯学習推進の参考

となるハンドブックを作成しています。平成10年度以降 「市町、

村における生涯学習推進体制の整備状況 「学習相談と情報提」、

供 「学習プログラムの作り方 「ボランティア活動の進め方」」、 」、

を発行しました。

本年度は 「現代的課題に対応した参加体験型の学習展開プロ、

グラム」を作成しました。学習活動の拡充や生涯学習推進のため

に広く御活用いただければ幸いです。

岩手県立生涯学習推進センター所長 中 村 利 之
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学習展開プログラムとは１

事業を計画したり、運営する際に用いられているプログラム、学習展開プログ

ラムという言葉は、多様なとらえ方がされているようです。

計画の内容的、期間的な視点で分類した場合、下図のように整理することがで

きます。ここでは、学習支援のための計画（プログラム）の中の④学習展開計画

を「学習展開プログラム」とよぶこととします。

したがって、学習展開プログラムは、中・長期的な計画の中に位置づかせ、関

連させるとともに、ねらいを達成させるための学習内容や学習方法を検討するこ

とが大切です。

ここでは、学習課題を現代的課題としたときの学習展開プログラムについて着

目しています。

【学習支援のための計画（プログラム）の関連構造】

①中・長期事業計画 ②年間事業計画 ③個別事業計画 ④学習展開計画

中・長期的な見 年間に行われる 個々の事業の目 各回ごとのテーマ内

通しをもってつく すべての学習機 的・趣旨に基づき に基づく詳細な展開

られる年次的な支 会、学習支援を総 つくられる詳細な の順序や流れを示し

援の計画 合的、体系的にま 運営、展開の計画 たもの

とめた実施計画容

中期：５年 １年 通常３～10回程 １回期

長期：10年 度間

（参考「学習機会の提供に関する研究」北海道立社会教育総合センター）
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現代的課題とは２

現代的課題とは、社会の急激な変化に対応し、人間性豊かな生活を営むために

人々が学習する必要のある課題のことをいいます。

生命、健康、人権、豊かな人間性、家庭・家族、消費者問題、地域の連帯

まちづくり、交通問題、高齢化社会、男女共同参画型社会、科学技術、情報

の活用、知的所有権、国際理解、国際貢献、開発援助、人口・食糧、環境資

源・エネルギー等

（平成４年生涯学習審議会答申から）

これらの現代的課題は、頭でわかる、理解するというだけでなく、学習によっ

て自らの態度・行動を変え、よりよい社会を形成していくことが求められる課題

です。したがって、現代的課題をテーマとする学習は、自ら学習する意欲と能力

を高め、課題解決に取り組む主体的な態度を養っていくことが求められています。

また、現代的課題は、一つの正解を導き出しにくい学習領域でもあり、結論や

結果よりもむしろ学習のプロセスを重視し、参加者がいかに関わるかに重点を置

いて進めることが大切です。
１）これらのねらいにせまる学習方法として参加体験型学習があります。

１） 「参加型学習 「体験的参加型学習」などのいい方もあります。」、
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参加体験型学習とは３

(１) 参加体験型学習とは

参加体験型学習は、次のようにとらえられています。

学習者がその学習過程に、主体的に協力的に参加することを促す学習方

法・手法

（参考「学習プログラムの革新」ぎょうせい）

参加体験型学習は、学習者の知識や体験をもとに、他の学習者との語り合

いや意見交換等を通し、これからの考えや行動の在り方を検討することによ

って、態度や行動の変容を促し、人間的な成長へつなげていこうとするもの

です。

単に「何かをした」というだけではなく、学習者がいかに考え、どのよう

に次の行動に生かしていくのかが重要となります。

教える、教えられるという関係で学ぶのではなく、学習者が積極的に他の

学習者の意見や発想を受け入れ、相互に発信しながら進められます。

したがって、学習者一人一人の変容をもたらすとともに、集団としての創

造的な活動にもつながる学習方法です。

ワークショップについて

ワークショップは、元来「作業場 「職場 「工房」などの場を意味す」、 」、

る言葉です。

グループで意見交換や共同作業を行い参加者が相互に学び合いながらす

すめる参加体験型学習の技法を組み合わせ、様々な気づきや発見をする場

ということです。

(２) 参加体験型学習の特色

① 学習者中心の学習である

② 身体とすべての感覚を用いる学習である

③ 学び方を学ぶ学習である

④ 頭でわかることと行動がかわることをつなぐ学習である

⑤ 自分と他者とのかかわりを通して学ぶ学習である

（参考「成人の学習課題と学習プログラムの開発に関する研究」

岩手県立生涯学習推進センター）



- 4 -

(３) 参加体験型学習の効果

① 主体性を養い、対象と自分とのかかわりを意識するようになる

② 現実におきていることを素材として取り上げることで、興味・関心が

高まり、開かれた心、聴く耳、観る目、豊かな表現、判断力が育てられ

る

③ 相手は、自分をうつす鏡となり、他の人とのかかわりの中から学ぶこ

とが出来る

④ 自ら主体的に活動することが求められるので、自分の手で作り上げて

いく能力が育まれる

⑤ これまでの行動の枠にとらわれず、新しい状況に挑戦できる。これに

よって、新しい体験や考え方を生み出すことにつながる

（参考「成人の学習課題と学習プログラムの開発に関する研究」

岩手県立生涯学習推進センター）

学習方法と学習活動４

現代的課題に関する学習内容をどのような学習方法を用い、具体的な学習活動

を展開していくかは、ねらい、対象、場所、時間、講師、教材・教具等を勘案し

ながら検討します。

主な学習方法や学習活動を、聞くこと、話すこと、見ること、読むこと、書く

こと、実践することに視点を置いて整理すると次のようなものがあります。

① 聞くことを 講義法 講話・講義（レクチャー 、説明）
主とする方法

知識を得たり問題に対する理解を深めるための方法

問答法 パネルディスカッション、シンポジウム、ディべート
レクチャーフォーラム、インタビューフォーラム

問題や学習課題に対しての意見、体験談を聞くとともに意見を交流
する方法

聴覚法 ラジオ視聴、テープ視聴、ニューメディア視聴、鑑賞

聞き取りや鑑賞によって学習内容の理解を深める方法

② 話すことを 発表法 発表・報告
主とする方法

事例への理解を深めたり、話し合いを深める手がかりとする方法
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② 話すことを 討議法 バズセッション、ブレーンストーミング、ラウンドテーブル
主とする方法 ディスカッション、各種討議法・フォーラム

テーマに関する情報交換や問題解決の検討を参加者同士の話し合い
によって進める方法

③ 見ることを 観察・ 観察、調査 、フィールドワーク、見学
主とする方法 見学法

学習した内容を実地に適用して理論や仮説を明らかにする方法

視聴法 ＴＶ視聴、フィルム視聴、ニューメディア視聴、ビデオ視聴

視聴覚機器を利用して、学習内容の理解を深める方法

④ 読むことを 読書法 書籍や資料、新聞・雑誌の読書、閲覧
主とする方法

活字教材を読むことによって知識を得たり、理解を深める方法

⑤ 書くことを 記録法 記録、作文、描写
主とする方法

学習した成果を表現する方法

⑥ 実践するこ 劇化法 ロールプレイ、アサーティブトレーニング、シミュレーション
とを主とする
方法 学習内容に応じた場面を設定し、参加者が役割演技をしたり、コミ

ュニケーション力を高めるトレーニングを行う方法

実習法 実技、実習、実験、飼育・栽培、レクリエーション、ゲーム

実技や実習を体験することによって理解を深める方法

構成法 描画・彫像の創作、作詞・作曲

各種作品の創作する方法

演奏法 歌唱、器楽演奏

歌や器楽の演奏による方法

（参考 「学習プログラム立案の技術」国立教育政策研究所社会教育実践研究センター）

学習方法の選択にあたっては、いくつかの方法を組み合わせたり、部分的に作

りかえたり、運営を工夫することによって学習者の変容につながる展開を工夫し

ます。
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【学習方法の組み合わせの例】

個別事業計画

例１ 学習展開プログラム

講 義 → 質 疑 → 話し合い → グループ発表

例２ 学習展開プログラム

ゲーム → 話し合い → フィールドワーク → 講 義 → 話し合い

例３ 学習展開プログラム

テレビ視聴 → 話し合い → 見 学 → 実 習 → 発 表

例４ 学習展開プログラム

調 査 → 調査の分析 → 話し合い → 講 話 → 報 告

（参考「成人の学習課題と学習プログラムの開発に関する研究」
岩手県立生涯学習推進センター）
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学習展開プログラムの構成５

参加体験型学習による学習展開プログラムに必要な学習活動の視点や学習者の

動き、留意点を「導入 「展開 「まとめ」という学習過程の流れにそってまと」 」

めると次のようになります。

段階 学 習 活 動 の 視 点 学習者の動き 留 意 点

導 ・開かれた雰囲気をつくる ・緊張がほぐれる ・はじめの言葉、表
・学習者同士、学習者と指 ・知り合う 情等第一印象を大
導者が相互に心をほぐす ・興味・関心がわ 切にする

入 活動を準備する く ・心をひきつける工
・学習の方向性を示す ・やる気がおきる 夫をする
・前回までの学習をふりか ・参加者同士のコミ
えり、学習の見通しが持 ュニケーションを気
てる活動を準備する 深めるづ

・いつもと違った視き
点を示す

展 ・興味・関心から心に残る ・集中的に学習す ・次第に方向性が見
ような体験へ導く る えるように支援す

・学習者の心を揺り動かす ・課題に関する理 る
開 活動を組み立てる 解を深める ・心に迫る体験や過

・学習の過程で芽生えた疑 ・様々な体験をす 去の経験にせまる
問や意見について話し合 る 体験を取り入れる学
う ・自分と向き合う ・自然な意識の流れび

・参加者同士の信頼感を高 を大切にし、無理合
め、協力して課題に向か にひとつのゴールい

う活動を準備する へ導かない

、 、ま ・一人一人の感動や変化に ・ふり返る ・キーワード 文章
と 気づくふりかえりを準備 ・わかちあう 絵などふりかえり
め する ・自己を再発見す の方法を工夫する

・他の人との考えの違いや る ・感想発表、意見交
共通点について明らかに ・学習から行動へ 流等一人の体験をふ
なるとともに認め合うわ とつながる みんなへ広げる工り
かちあいを準備する 夫をするか
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・次回の学習の方向性につ ・自己理解と再発見え
いて見通しがもてるよう とをつなげる工夫り
にする をする

（参考「成人の学習課題と学習プログラムの開発に関する研究」
岩手県立生涯学習推進センター）
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学習展開プログラムの例６

(１) 男女共同参画社会の形成に対応した例①

「わたしらしさ発見セミナー」事業名 ：

男女が等しく責任を担いながら、お互いの個性や能力、感性を発揮し、男女共同参ねらい ：

画という新しいライフスタイルを創造する機会とする。

① 個別事業計画

回 学習テーマ 《学習方法》 ・ 学習内容 時間 指導者・備考

開講式 《ワークショップ》 2.0 レクリエーショ１
出会いパーティー なかまづくりレクリエーション・ゲーム ン指導員

ジェンダーって何 《講話》 2.0 女性センター職２
ジェンダーに関わる総論を聞く 員

変わる家族・変わ 《講話》 2.0 大学教授３
る社会 家族社会という視点からジェンダーについて考

える

心の中の男と女 《ワークショップ》 2.0 社会教育主事４
自分の心の中にあるジェンダーについて注目
し、様々なジェンダーや男女の在り方について
考える

自分らしく生きる 《講話・交流》 2.0 関係行政職員５
閉講式 男女共同参画社会実現について考える 社会教育主事

学びをふりかえる

② 学習展開プログラム（第４回「心の中の男と女 ）」

段 階 学 習 活 動 留 意 点

１ 「ジェンダーパズル （クイズゲーム） １､２ 自分の中にあるジェン」

２ 「ジェンダー自己紹介 （自己紹介） ダーにあらためて気づかせ導 入 」

ねらいと流れの説明（資料による説明） る

３ 「それがジェンダー （ミニレクチャー） ３ 基本的な事項にとどめる」

言葉について想起するとともに、今までふれなか ４

ったことについて説明する ① CMを女と男という視点

４ 「ＣＭにみるジェンダー1,2,3 （ミニビデオフ で見るように支援する」

ォーラム） １ ② 記録を見ながらグループ

① 気づいたことをグループで交流し、記録する を選定する

② いくつかのグループが発表する ５

①､②を繰り返す ① ラベルに書き出す

５ 「ジェンダーあれこれ （話し合い） ② 場を想定しながら整理で」

① 身のまわりにあるジェンダーについて一人一人 きるよう支援する展 開

考える ６

② 意見交流しながらラベルを整理する ① 色別の用紙を使用する

③ 一覧表に書き出す ② 項目の決定は指導者がす

６ 「あってはいけない、あってもいい」(話し合い) るが、決定の視点を示しグ

① 一覧表の項目について各自が意見を表明する ループで決定してもよい

② 意見が対立した数項目について意見交流する ※ 時間や意見交流の深まり

③ グループからの発表 の程度によって様々なジェ

ンダーの視点を資料等で説

明することも視野に入れる

７ ふりかえり ７

① グループごとにふりかえる ① 自由に感想を出し合う中

② インタビュー形式で発表する で多様な視点を導く

８ 「わたしはどっち？ （旗揚げ ２ ８まとめ 」

アンケート） ① 参加者の実態によって質

① いくつかの質問をし、個人の考えを旗揚げによ 問を決定する

って明らかにする
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１

「ＣＭにみるジェンダー１，２，３ （ミニビデオフォーラム）」

何気なく見ているコマーシャルを女、男という視点で見ることによって

あらたなジェンダーへの気づきを導く

《準備》

ビデオ（いくつかの構成）

構成の例

３部構成 ① 家庭おける性別役割分担

② 女性の体を強調している

③ 男性の仕事を強調している

記録用紙（できれば構成の数だけ色を分ける）

《流れ》

１ ジェンダーの想起から女・男の視点に注目することを説明し、ビデ

オ視聴する

２ 気づいたことをグループで出し合い、記録する。対立する気づきで

あっても尊重するようにする

３ いくつかのグループで出されたことを発表する。この活動が終了す

るまでにどのグループにも発表の機会が与えられるよう配慮する

４ １～３までを繰り返す

各構成によってそれぞれ多様な視点からの気づきが出てくる。記録用

紙を並べることによって視点の違いも考えられる

《留意点》

○ ＣＭの内容や商品に着目しているのではなく 出演している人物 女、 （

男）の状況に着目していることを説明する

《その他》

○ 記録用紙から視点の違いについて意見交流も可能である

○ ビデオの構成によっては、メディアによるジェンダーやＤＶ（ドメ

スティックバイオレンス）等の展開も考えられる

「わたしはどっち？ （旗あげアンケート）２ 」

自分の中に根深く潜んでいるジェンダーバイアスの存在からジェンダー

フリーの視点で考えていくことの大切さを理解する

《準備》

質問事項、旗揚げ用紙（２色）

《流れ》

１ 学習内容、参加対象等を考慮して質問事項を選定し、質問する

２ 参加者は、二者択一のこたえをどちらかの色の用紙をあげることに

よって全体に意思表示する

《留意点》

○ 質問事項は、学習内容や参加対象などからあらかじめ作成する

○ 参加者が本音でこたえることができるような援助をする

○ 旗揚げの用紙は、講座に使用する資料の表紙の色を変えることによ

って代用することもできる

質問の例

「町内会の出席」

あなたの住んでいる地区では、道路拡張のために住んでい

る土地が削られたり、家によっては移動しなければならない

事態になりそうです。今日は、町内会が開かれ、その対策を

話し合うことになっています。

さて、その町内会には

① 大切な会なので父（男、夫）が出る

② 家の人であれば誰でもいいので都合のつく人が出る
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(２) 男女共同参画社会の形成に対応した例②

「生き生きパートナーシップ講座」事業名 ：

男女共同参画社会の実現をめざし、男女共同参画に関する意識の啓発を図り、総合ねらい ：

的な理解を深める。

① 個別事業計画

回 学習テーマ 《学習方法》 ・ 学習内容 時間 指導者・備考

男女共同参画につ 《ワークショップ》 2.0 女性センター１
いて考えよう なかまづくり（ゲーム） 職員

ジェンダーチェック

生き方を学ぼう 《講話》 2.0 実践家２
女性団体等で活躍している講師の講話を聞く

岩手の男女共同参 《レクチャーフォーラム》 2.0 県担当課３
画 女性の社会参加の実態

岩手の男女共同参画施策等

家庭の中の男女共 《講話》 2.0 大学教授４
同参画 家庭での男女共同参画について考える

明るい明日に向か 《ワークショップ》 3.0 社会教育主事５
って 学びをふりかえる

男女共同参画社会の実現への提言

② 学習展開プログラム（第５回「明るい明日に向かって ）」

段 階 学 習 活 動 留 意 点

１ アイスブレイク・グルーピング １ 新たな気づきを喚起する

「ジェンダー自己紹介」 ２ 参加者自身の手で作り上導 入

２ ねらいと流れの説明（資料による説明） げる講座であることを理解

し、参画への意識を高める

３ 係分担をきめる ３ 役割を明確にして積極的

きっかけ係、盛り上げ係、お世話係、情報係 な参画を支援する

４ 学びのふりかえり(話し合い) ４

① 「キーワードでふりかえり」 １ ① ラベルに書き出す

意見交流後、全体交流

② テーマ意見交流 もする

② 意見交流が円滑に進行

５ 私たちの提言（プレゼンテーションの準備） できるように条件を縛る

① 男女共同参画社会実現に向けた私たちの提言 などの支援をする「 」

・ ○○市民へ向け、何をアピールするか内容を絞 ５

り込んでいく（ランキング） ① プレゼンテーションが展 開

・ 提言する内容を訴えるキャッチフレーズを考える イメージできるように支

② 「思いを形にしよう」（プレゼンテーション企画） 援する

・ どのような形で表現するか話し合う ② 参画意識を高めるため

寸劇スタイル、紙芝居スタイル、青年の主張ス 発表スタイルは自由とす

タイル、踊り・歌スタイルなど る

③ プレゼンテーションの準備 ③ 主催者側で準備してい

・ シナリオ作成、道具の準備、キャッチフレーズ る道具を公表する。係分

の提示準備、リハーサル等の活動をする 担が機能するように支援

６ 発表（プレゼンテーション） ２ する

・ 準備していたプレゼンテーションをする 休憩は、グループごと

に適宜とる

７ ふりかえり ７ 全体でキャッチフレーズ

① 各グループのキャッチフレーズを掲示する。 を確認し、ふりかえる

② グループごとにふりかえる 継続的な学びや活動へのまとめ

③ インタビューによって発表する 意欲へつなぐ

８ 「あなたにあえてよかった」 ８ 封筒に入れ、帰宅後開封

・グループの仲間に手紙を書いて渡す する
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１

「キーワードでふりかえり」

、 、今まで行われた各講座をふりかえり 参加者の学びを構造化するために

ふりかえりカードにあるキーワードをラベルワークで整理する

《準備》

今までの講座の資料とふりかえりのカード

ラベル（付箋紙 、台紙、マジック）

《流れ》

１ 各回講座のふりかえりカードの中にあるキーワードをラベルに書き

写す

２ ラベルを整理する

３ 見出しをつけながら、グループを矢印や線で関係づけることによっ

て、各自の学びが構造的に見えてくる

４ 整理したものを材料としてテーマ交流する

例 一番心に残っていることは･･･

もう一度聞きたいあのこと･･･

私はこう思う。みんなはどう思う など

各自がどのようなことに課題意識をもっているか共有化する

《その他》

○ 学びが構造的に見えてきた後、テーマによっては「みんなへ教えた

いこと○○ 「私の行動計画○カ条」等、行動化への展開も考えられ」

る

「私たちの提言 （プレゼンテーション）２ 」

今までの各講座での学びをいかし、自分たちの提言をプレゼンテーショ

ンし、学習のまとめとする

《準備》

会場作り（ステージ、客席 、プレゼンテーションに必要なもの）

進行係等の役割分担

《流れ》

１ あらかじめグループの発表の順番を決めておく

参加者とともに会場準備する

２ 参加者による進行でプレゼンテーションを開始する

プレゼンテーションの視点

☆制限時間を何分にするか

☆出演者について全員参加にするか、自由にするか

☆発表のスタイルを指定するか、自由にするか

☆発表の内容に提言の趣旨や見所等をつけ加えるか

プレゼンテーションの視点は事前に伝える

３ 発表の後、発表グループからできばえや他のグループから感想など

を交流する
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(３) 情報化に対応した例

「居間から発信、インターネット」事業名 ：

情報化社会についての理解を深めるとともに、インターネットやホームページの作ねらい ：

成技術を習得することにより、情報化社会における情報活用能力を高める。

① 個別事業計画

回 学習テーマ 《学習方法》 ・ 学習内容 時間 指導者・備考

情報化って何？ 《講義》 2.0 大学教員１
情報化社会の現状について理解する

インターネットを 《講義・実技》 2.0 インストラクタ２
体験 情報検索、ｗｅｂページを見る ー

著作権を考える 《講義・話し合い》 2.0 社会教育主事３
著作権についての認識を深める 大学教員等

ホームページの作 《講義・実技》 4.0 インストラクタ４
成Ⅰ 自己紹介ページを作成する ー

ホームページの作 《講義・実技》 4.0 インストラクタ５
成Ⅱ 画像の貼り付けや、リンクの方法を学ぶ ー

生かそう情報 《講義・話し合い》 2.0 大学教員６
情報の収集及び活用の方法について考える

② 学習展開プログラム（第３回「著作権を考える ）」

段 階 学 習 活 動 留 意 点

１ 「パソコンビンゴゲーム （グループわけ）」

パソコン用語を使ってビンゴゲームをする

ビンゴの人から座り、グループをつくる ２ 前回のインターネット体験導 入

２ 自己紹介 の感想を含めて自己紹介とす

３ ねらいと流れの説明（資料による説明） る

４ 「著作権侵害判定！」 ４

（カード） １ ① 10事例程度準備する

① いくつかの事例について著作権の侵害にあたる

か判定する ② 取り上げる事例について

② ①の事例の中で、意見の分かれた事例を取り上 は出来るだけ講師等が選定

げる する

５ 「みんなで考えよう （意見交流） ２」

① 事例について一人一人の考えを発表する ５

② 意見交流し、グループとして判定する ① グループ内の交流が円滑

に進行できるよう支援する

６ 全体交流（グループによる発表） ② 意見がまとまらなかった展 開

① 取り上げた事例、判定、その理由を発表する 場合にはその状況を発表す

る

７ 「マルチメディアと著作権」

（ ）講師によるレクチャー

① 著作権とは ７ 講師には前半から意見交流

② マルチメディア時代の著作権 の様子を見ながらレクチャー

③ 事例の解答 に生かすように依頼する

８ ふりかえり

①グループによるふりかえり

②インタビュー形式による全体発表まとめ

９ 講師によるまとめ
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１

「著作権侵害判定！」

身のまわりにある事例について著作権上の問題について考える機会と

する

《準備》

著作権に関わる事例のカード

判定表 判定表の例

事例 著作権侵害である 著作権侵害ではない

１

カード

《流れ》

１ 一人一人にカードを配布する

２ 各自でカードを読み、その事例が著作権侵害かどうか判定し、判定

表の上に事例ごとに置く

３ すべての事例が置かれたグループの中で、意見が分かれている事例

を一つ選ぶ

《留意点》

○ 事例の選定は、できるだけグループごとに違った事例が選ばれるよ

うに配慮する

○ 参加者が多いときには判定表に事例を書き込んでおき、講師等が読

み上げて旗揚げアンケート方式ですすめる

質問の例

インターネットのホームページに登載されている著作物は、多く

の人々が利用することを承知の上でネットワーク上に乗せているの

だから、これをコピーしても無断利用にはならない

「みんなで考えよう （意見交流）２ 」

事例についての考えを交流し、著作権について考える機会とする

《準備》

判定表

《流れ》

１ 選定された事例について確認をする

２ 事例について、一人一人の判定とその理由を発表する

３ 身近な事柄を話題にしながら、グループで意見交流する

４ できればグループとして一つの判定（方向）になるように話し合う
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(４) 人権に対応した例

「ノーマライゼーションを考えるセミナー」事業名 ：

体験や話し合いを通して、人々がともに生きる社会の実現について考える機会とすねらい ：

る。

① 個別事業計画

回 学習テーマ 《学習方法》 ・ 学習内容 時間 指導者・備考

キャップハンディ 《実技》 2.0 社会教育主事１
体験 キャップハンディ体験をする 福祉関係職員

バリアフリーから 《講話》 2.0 大学教員２
ユニバーサルデザ バリアフリーやユニバーサルデザインについて
イン 考える

私たちの生活と人 《講話》 2.0 人権擁護委員３
権 身のまわりの人権問題について考える

ともに生きる社会 《ワークショップ》 2.0 大学教員４
をめざして 自分たちの今後の生き方や社会参加の在り方に

ついて考える

② 学習展開プログラム（第１回「キャップハンディ体験 ）」

段 階 学 習 活 動 留 意 点

１ 「ジャンケン名前交換 （アイスブレイク）」

ゲームを通して多くの人と出会う １導 入

２ 「パズルで集まれ （グループ分け） ２ 参加者の実態によってあら」

マークや絵などのパズルをつくり、参加者に配布 かじめグループ分けをしてお

する。パズルを完成させグループとなる くことも考慮する。

３ ねらいと流れの説明

４ 「体験の意義 （ミニレクチャー） ４ 気づきの重要性についても」

体験することの趣旨や目的を明確にする ふれる

５ アイマスクを使った体験 シミュレーション ５ 安全の確保には、十分配慮「 」（ ）

アイマスクを使った体験と介助の方法について する

学ぶ ２ 体験を押しつけず、見てい

６ ふりかえり てもよいことを説明する

気づいたことをグループや全体で発表しあう ６ できるだけ多くの参加者か

ら気づきを引き出し、共有す

５ 「車いすを使った体験 （シミュレーション） る展 開 」

２人１組になる

非指示的な体験から指示的な体験へ移行するこ

とによって気づきを促す

玄関や中庭等屋外での体験も考慮する

６ ふりかえり

気づいたことを２人で交換しあう

グループや全体で発表しあう

※ 参加者数によっては、２つの活動を並行して行

い交換することも考慮する

７ ふりかえり ７

① グループごとにふりかえる ① ふりかえりの視点を提示

② インタビュー形式で発表する して話し合うまとめ

８ 「あなたはどう思う？」

次回のテーマに関わる絵や写真を提示して、問題

提起する
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１

「ジャンケン名前交換 （アイスブレイク）」

ゲームを通して多くの参加者と交流し、リラックスした雰囲気をつくる

《準備》 カードの例

名前名前交換のカード

筆記用具（参加者用意）

名 前 ﾁｪｯｸ《流れ》

1カードを配布し、自分の名前を記入する

2ゲームの流れを説明する

3１ 出会った人と握手をし、名前等を紹介し合う

２ ジャンケンをする

３ 勝った人は、カードを渡す。負けた人は、そのカードに自分の名前を

書き、勝った人に返す

４ 挨拶をしてわかれ、新しい人と出会う。１～４までを繰り返す

５ ３人の名前が記入された人は、指導者のとなりに並ぶ

６ 全員が記入されたら終了

《留意点》

○ なかなか名前を記入してもらえない人は、多くの人と出会えた人であ

ることを補足する

○ 紹介にテーマを設定することも考えられる

《その他》

○ ６が終了した後に、３人の人と再会するということも可能である（再

会の時にはチェック覧に○を記入してもらう）

「アイマスクを使った体験 （シミュレーション）２ 」

アイマスクを使用しての疑似体験をするとともに介助の方法を学ぶ

《準備》

アイマスク（手ぬぐい 、白杖）

室内にコースを設定する（障害物をあえて設定することもある）

《流れ》

１ 流れを説明する

２ コース（平面）を説明し、一人ずつスタートさせる

３ ゴールは、肩で合図する

４ ふりかえり

１ ２人組になる

２ アイマスクをする人と介助する人を決める

３ コース（階段を含めたコース）だけを説明し、ペアでスタートしゴ

ールする

４ 交代する

５ ふりかえり

６ 介助の方法について説明する

７ 介助の方法にしたがって３～４を繰り返す

《留意点》

○ それぞれの立場にたっての気づきを導くため、可能な限り自由な体

験を取り入れながら進める

○ 安全確保のための準備や人員配置に配慮する

○ 体験の展開にあたっては、手法等を関係機関と相談しすすめる
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(５) 地域の連帯に対応した例

「未来を育てようセミナー」事業名 ：

地域における青少年の体験活動を推進し、青少年が健全に育つ地域づくりを進める。ねらい ：

① 個別事業計画

回 学習テーマ 《学習方法》 ・ 学習内容 時間 指導者・備考

仲間づくりのため 《実技》 2.0 社会教育主事１
のゲーム ゲームを通して参加者相互の交流を図るととも

に、ゲームの進め方等について体験する

青少年活動支援の 《レクチャーフォーラム》 2.0 大学教員２
在り方 青少年活動の支援の在り方について考える 社会教育主事

今どきの子どもた 《講話》 2.0 カウンセラー３
ち 青少年の実態や青少年を取り巻く状況について

考える

○○冒険キャンプ 《ワークショップ》 3.0 社会教育主事等４
をつくろう 「○○冒険キャンプ」の企画・立案をする 担当職員

○○冒険キャンプ 《ワークショップ》 3.0 社会教育主事等５
を成功させよう 「○○冒険キャンプ」の概要をキャンプ参加者 担当職員

の青少年に説明し、ともに準備する

○○冒険キャンプ 「○○冒険キャンプ」の実施 １泊２日６

② 学習展開プログラム（第１回「仲間づくりのためのゲーム ）」

段 階 学 習 活 動 留 意 点

」 、 （ ）１ 「なぜゲームか （説明） １ ゲームは屋外 屋内 雨天

本日のゲームの流れと目的について説明する 両方を視野に入れた構成にす導 入

ゲーム参加の仕方について説明する る

２ ウォーミングアップ ４ 気づきの重要性についても

① 「ストップ&ゴー」 １ ふれる

② 「おにごっこ」 ２

③ 「仲間探し」 ③ テーマは講座の内容や展開

指導者(リーダー)の指示したテーマにしたが と関連させることもできる

って同じ仲間が集まる。 仲間が集まった後に理由な

例 生まれた月、好きな○○、血液型等 ど交流する

２人組の作り方

④ 「ルックアップ・ルックダウン・キャッチ」 ⑤ 動物の形は、スタッフや参

グループの作り方 ３ 加者ででつくってみせる

⑤ 「動物集まれ」 最後に動物どうしを合わせ

２人、３人、５人等で動物の形をつくる て次のゲームのチーム編成と

３ チームの協力をつくりあげるゲーム する展 開

⑥ 「スタンドアップ」 ⑥ はじめ練習として２人組か

（課題） ら人数を増やしていくと課題

全員が座って手をつないだ姿勢から一斉に起 解決のヒントが見える

立する 多くの解決方法を発見させ

（ルール） たい

手と足が誰かと触れている ⑦ １つの輪となる場合や２つ

⑦ 「人間知恵の輪」 の輪となる場合もある

（課題）

絡み合った輪をほどいていく

（ルール）

手を握りかえてもいいが離さない

⑧ 「ブラインドラインナップ」 ４

４ ふりかえり ４ ふりかえりの視点について

① グループごとにふりかえる 説明するまとめ

② 全体でふりかえる

５ 「ゲームと青少年の育成について （まとめ）」
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１

」「ストップ&ゴー
《準備》

サークルを決めるもの（例ロープ、カラーコーン等）

《流れ》

１ 全員が決められたサークルの中に入る

２ サークルから出ない、他人とぶつからない

３ 指導者の指示の通り動く

指示の例

「ゴー」･･･歩く 「ジョグ」･･･急ぎ足 「ストップ」･･･止まる、 、

「ターン」･･･半回転 「スピン」･･･１回転、

「ジャンプ」･･･その場でジャンプ

「タッチ」･･･誰かと手を触れる

「シェー」･･･シェー 「スマイル」･･･誰かと顔を見合わせ微笑む、

「おにごっこ」２

《準備》

「ストップ&ゴー」に同じ

《流れ》

１ 全員が決められたサークルの中に入る

２ 全員がおに、全員がにげる

３ タッチされた人はタッチされた部分を手でおさえる

残った手でがんばる

４ ２度目にタッチされたら、空いている手でおさえる

５ 両手がふさがったらおしりでタッチにいく

６ ３度タッチされた人は座る

《その他》

○ 対象によって色々なルールのおにごっこを組み入れる

「ルックアップ・ルックダウン・キャッチ」３

《流れ》

１ 全員で輪をつくる

２ 指導者の指示の通り行動する

「ルックアップ」･･･上を見る 「ルックダウン」･･･下を見る、

「キャッチ」･･･誰かを見る

３ 目があった人同士で２人組をつくる

４ ２人は自己紹介し合う

《その他》

○ 自己紹介の他に、交流のための活動を組み入れることも可能である

○ フィナーレのゲームとしても効果がある

「ブラインドラインナップ」４

《準備》

目隠し用てぬぐい、ゼッケン（ジャンパー）

《流れ》

１ 全員で輪をつくり、目隠しして座る

２ 輪の中央にゼッケンをおく

３ ある順番に並ぶ円をつくり、先頭にはゼッケンをつけるように課題

を出してはじめる

例 誕生日順、干支の順等

４ 課題の通りできたか確かめる

《その他》

○ 「ブラインドテント （目隠ししてテントを立てる）もキャンプや」

野外活動へつながるものとして効果がある
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(６) 地域の連帯に対応した例

「未来を育てようセミナー」事業名 ：

地域における青少年の体験活動を推進し、青少年が健全に育つ地域づくりを進める。ねらい ：

① 個別事業計画

回 学習テーマ 《学習方法》 ・ 学習内容 時間 指導者・備考

仲間づくりのため 《実技》 2.0 社会教育主事１
のゲーム ゲームを通して参加者相互の交流を図るととも

に、ゲームの進め方等について体験する

今どきの子どもた 《講話》 2.0 カウンセラー２
ち 青少年の実態や青少年を取り巻く状況について

考える

青少年活動支援の 《レクチャーフォーラム》 １ 2.0 大学教員３
在り方 青少年体験活動の支援の在り方について考える 社会教育主事

○○冒険キャンプ 《ワークショップ》 2.0 社会教育主事等４
をつくろう 「○○冒険キャンプ」の企画・立案をする 担当職員

○○冒険キャンプ 《ワークショップ》 2.0 社会教育主事等５
を成功させよう 「○○冒険キャンプ」の概要をキャンプ参加者 担当職員

の青少年に説明し、ともに準備する

○○冒険キャンプ 「○○冒険キャンプ」の実施 １泊２日６

② 学習展開プログラム（第３回「青少年活動支援の在り方 ）」

段 階 学 習 活 動 留 意 点

１ 本日のねらい、流れについて説明する １ 資料を使って説明する

２ 「私と青少年活動 （テーマ自己紹介） ２ 第１回の実技でつくられた導 入 」

グループで活動する

３ 「青少年活動支援の在り方」

（ ）講師によるレクチャー

４ 「青少年活動支援の現状と課題（例 」 ４）

（話し合い） ・ ラベルを使用して課題を

・ テーマを設定し、グループ内の意見交流をする 整理する活動を取り入れる

・ テーマは、講座の方向性や参加者の状況等考慮 こともできる

するとともに、あらかじめ講師と協議してレクチ

ャーと関連させた問題提起の形をとることもある ５展 開

（発表） ・ 課題を絞り込んでテーマ

・ グループごとに課題を発表する として話し合うことやグル

５ 「課題解決の道筋」 ープごとにテーマを設定す

（話し合い） ることなど柔軟に展開する

・ 課題の解決に向けた方策等をグループ内で意見 ・ 解決に必要な「こと 「も」

交流する の」に着目してもよい

・ 講師への質問事項についても整理する ・ 講師への質問やテーマの

（発表） 絞り込みをランキングによ

・ 課題解決の方策と質問事項を発表する って整理することもできる

２

「 」（ ）６ 課題解決の手がかり 講師によるレクチャー

７ ふりかえり ７ ふりかえりの視点について

感想をインタビュー形式で発表する 説明するまとめ
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１

「レクチャーフォーラム」

講師による講義をより効果的に学習するために、グループ討議や全体の

討議と組み合わせる学習方法。課題に関する知識を得るとともに、課題に

対して参加者の意識や行動の明確化につながります。

《流れ》

例１

講 義 → グループ討議 → 全体発表 → 質疑応答 → 講 義

例２

グループ討議 → 講 義 → 全体討議 → 質疑応答 → 講 義

《留意点》

○ 講師には、講座のねらいや方向性、講義してほしい内容を明確に伝

えるとともに、テーマに関わる参加者の状況を事前に知らせるなど配

慮したい

○ 展開によっては、参加者に事前にアンケート等の調査をし、参加者

の要望や課題点などを明らかにし、講師に知らせたり、協議テーマの

設定の参考とするなど運営に生かすこともできる

○ 現代的課題をテーマとする場合、学習内容に関する資料を作成し、

現状の把握につとめ、学習意欲の高揚にも配慮したい

「ランキング」２

テーマについて、１０個前後の権利・課題・具体的な品名等をカードや

一覧表に記入し、参加者が自分（たち）にとって重要・必要と考える順序

にダイヤモンド型等にランキング（順位づけ）をする。ランキングの根拠

等を整理し、その結果について参加者相互が意見交流をする。

《準備》

カード（シート）

《流れ》

１ テーマ、目的、流れについて説明する

２ カード（シート）を配布し、一人一人がテーマに関するランキング

をする

３ ランキングの結果についてグループで発表し、意見交流する

４ グループとしてのランキングをする

５ グループのランキングを全体に発表する

６ 講師による助言や参加者による意見交換をする

《留意事項》

○ 他者との比較のみに注意が向かないように、自分の考えを大切にす

るとともに他者の考えを尊重できるような観点で進める

《その他》

○ ４の話し合いの後、各自のランキングを修正可能とし、それぞれの

ランキングについて全体に提示する方法もある

○ カードの内容は事前に準備しておく場合と参加者の話し合い等から

選び出すことも考えられる

○ 人権に関する学習方法として知られている。他にも色々なプログラ

ムと組み合わせて実施すると効果的である

ダイヤモンドランキング

1

3 3 3

5
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(７) 環境問題に対応した例

環境セミナー「アイ ラブ ○○川」事業名 ：

人々の生活基盤であり、親しまれている○○川をテーマとした学習によって、環境とねらい ：

生活とのかかわりについて考える機会とする。

① 個別事業計画

回 学習テーマ 《学習方法》 ・ 学習内容 時間 指導者・備考

川と遊ぼう 《フィールドワーク》 5.0 野外活動指導者１
川遊びやカヌーの体験活動を通して、○○川と インストラクタ
親しみ、自然との一体感を味わう ー

水と暮らしの今昔 《ワークショップ》 2.0 博物館職員２
利水、治水や水運等、川と人々の生活とのかか
わりについて考える

豊かな恵み 《講話と実習》 3.0 大学教員３
川や森の中で収穫されるものの現状を知るとと 女性団体
もに収穫物を使った料理をつくる

川の現状 《講義・視察》 2.0 ○○河川センタ４
川や水の環境をめぐる諸問題、県内河川の現状 ー職員
について考える

○○川の仲間たち 《ワークショップ》 3.0 大学教員５
川に生息する生物の現状を理解し、今後の川の 図書館職員
在り方について考える

○○川の未来を考 《ワークショップ》 2.0 社会教育主事６

える① 学びのふりかえりとシンポジウムの企画と準備

○○川の未来を考 シンポジウムの準備 3.0 大学教員７

える② 《シンポジウム》 参加者

シンポジウム「○○川を語ろう」の実施 社会教育主事

② 学習展開プログラム（第６回「○○川を語ろう ）」

段 階 学 習 活 動 留 意 点

１ 本日の日程等について説明する １ シンポジスト以外のそれぞ

２ 各グループからの活動状況の紹介 れの役割についても説明する導 入

３ シンポジウムの準備 ３ ステージでの練習は、時間

・ グループによる発表のリハーサルをする を割り当てて行う

川の仲間たち（例）

カワムシ、メダカ、カニ、ミズモ、石、水など ４

の立場になって発表（主張）する ・ 学習テーマによっては、

４ シンポジウムの実施 １ パネルディスカッションの

（流れ） 実施も考えられる

・ グループによるステージ発表（主張）を行う ２

・ ステージをシンポジウム形式にしてシンポジス シンポジストの例展 開

トが登壇しする ①カワムシ

・ 司会とのやりとりによってテーマを深める ②メダカ

シンポジスト（グループ代表）は、それぞれの ③石

川の仲間になりきり、その立場で意見を言う ④水等

・ 会場の参加者との意見交換をする ⑤大学教員

・ シンポジウムの終了

５ ふりかえり ５

① シンポジウムのふりかえりをする ① 感想発表

② 環境セミナーのふりかえりをする ② 今後、川や環境問題とのまとめ

関わりについて考える
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１

「シンポジウム」

テーマを追求するための公開討論会の一方法である。専門的な知識やテ

ーマに対して代表的な考えを持っている人たちをシンポジストとして、意

見発表を行い、その内容を参考として会場の参加者とのやりとりをする。

《流れ》

（例）① シンポジストの紹介（テーマと関わらせて）進行の説明

② シンポジストの発表

③ 司会や会場の参加者とのやりとり

④ シンポジストの提言

《留意点》

○ シンポジスト間では、質疑応答はあっても、討論・討議、意見交換

等は原則として行わない。

○ シンポジストの配当時間は、平等に割り当てる。

○ 司会は自分の意見は言わず、発表や補足の進行、シンポジストと参

加者のつなぎ役となる。

《その他》

○ ワークショップや講座の開始段階で問題提起として実施する方法や

講座の修了段階としてふりかえり、学びの成果の発表という形として

実施することも考えられる。

※参加者とのやりとりの方法

（例）① 質問用紙を配布し、回収する。休憩時間に、整理してからシ

ンポジストが応答する（事前に質問をとることもできる）

② シンポジストの発表終了後、グループ討議をする。質問表に

はランキングで順位をつけて提出する。司会が質疑し、シンポ

ジストが応答する（グループ代表が質問し、応答する）

③ 発表後、各自ラベルに質問を記入し、ホワイトボード等に貼

。 。 、る 休憩時間に司会が整理する 整理した内容を全体で確認し

質疑応答をする。

「パネルディスカッション」２

パネラーの討議を中心に行われる公開討論会の一方法である。秩序ある

討論が行われるため、理論的、系統的な学習が可能となる。立場や考えの

異なるパネラーを選出し、意見の相違を明確にしながら進める。

《流れ》

例 ① パネラーの紹介（テーマ、立場と関わらせて）進行の説明

② テーマに沿ってパネラーの発表

③ パネラー間の質疑応答・討論

④ 会場の参加者との意見交換（必要に応じて行う）

⑤ パネラーからの提言

⑥ 司会によるまとめ

《留意事項》

○ 立場や考えの相違点を明確にするため、司会者とパネラー間との事

前打ち合わせを充実させる。

○ 会場との意見交換を充実させる方法をとる場合、パネラーとのやり

とりは随時行うこともある。
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